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右
の
質
問
主
意
書
を
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す
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昭
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十
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岡 

興 
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一 

 



 

一 

文
芸
春
秋
本
年
三
月
号
一
二
六
頁
に
よ
る
と
、
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ
が
、
一
九
五
六
年
七
月
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ

上
院
司
法
委
員
会
秘
密
聴
聞
会
で
宣
誓
の
上
、
要
旨
次
の
よ
う
に
証
言
し
た
と
い
う
。 

戦
前
、
日
本
共
産
党
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日
本
支
部
）
が
運
動
方
針
及
び
資
金
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
本
部
（
ソ
連
）
か
ら

授
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
る
と
こ
ろ
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
日
本
共
産
党
が
ソ
連
か
ら
資
金
の

供
与
を
受
け
て
い
た
等
と
の
情
報
に
接
し
た
。 

2 

日
本
共
産
党
へ
の
二
度
目
の
送
り
届
け
は
、
一
九
五
三
年
春
行
わ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
中
央
委
員
会
は
、
。 

1 

一
九
五
一
年
十
一
月
の
す
ぐ
あ
と
で
、
東
京
・
目
黒
の
暗
く
人
気
の
な
い
道
路
で
、
三
十
万
米
ド
ル
を
、

ソ
連
の
コ
テ
ル
ニ
コ
フ
大
佐
が
ロ
ン
と
い
う
符
丁
で
呼
ん
で
い
た
日
本
人
共
産
主
義
者
に
渡
し
た
。 

そ
こ
で
、
こ
の
真
偽
等
に
つ
き
、
内
閣
の
見
解
を
求
め
る
た
め
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

日
本
共
産
党
の
ソ
連
か
ら
の
資
金
領
収
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

 

四 

日
本
円
で
支
払
う
よ
う
指
示
し
て
き
た
。
総
額
数
百
万
円
に
達
し
た
。 

3 
さ
ら
に
、
東
京
周
辺
何
カ
所
か
の
地
中
に
埋
め
て
あ
つ
た
一
万
五
千
米
ド
ル
を
集
め
て
ロ
ン
に
手
渡
し

た
。
日
本
共
産
党
の
活
動
資
金
に
あ
て
る
た
め
で
あ
る
。 

右
の
よ
う
な
資
金
の
授
受
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
。
ま
た
は
、
こ
れ
に
類
す
る
資
金
授
受
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
。 

二 

右
証
言
に
よ
る
と
（
同
誌
一
二
七
頁
）
、
右
当
時
、
日
本
共
産
党
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
た
ち
が
治
安
維
持
関
係
の

機
関
に
ま
で
深
く
く
い
こ
ん
で
い
た
と
い
う
。 

右
の
よ
う
な
事
実
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


